
「飛行機が飛ぶしくみ」
○ 2007 年 1 月 28 日
○北海道大学／バイオメカニカルデザイン研
究室，北大鳥人間研究会
○企画実施に参加した学生名：高尾聖心，武
田　量，ギリビジャイ，山田悟史，工藤昌輝
○来場者総数：30 名
　北海道大学工学部にて実施した本企画に
は，小学生およびその父兄 30 名の参加があ
りました．内容は鳥人間コンテスト用の実機
展示と紙飛行機の作製を行いました．実機展
示では，大学生が作製した大きな機体とその
構造に，子供達をはじめ父兄も興味深く観察
していました．紙飛行機の作製では，実際に
型紙から翼や胴体を切り抜き，接着剤で貼り
合わせ，実際に「つくる」体験をしてもらい
ました．またその後の試験飛行では，学生に
翼の調整や飛ばし方などアドバイスを受けな
がら，飛行機が飛ぶしくみを体感してもらい
ました．なかなか難しかったようですが，う
まく飛んだときには大きな歓声があがり，参
加者皆さんから「楽しかった」との感想を頂
きました．

レオナルド・ダ・ヴィンチ展
○ 2006 年 10 月 21 日，22 日
○釧路工業高等専門学校／機械工学科／高専
祭機械工学科展　メカライフ展実施チーム
○企画実施に参加した学生名：杉本　航，広
山祐基ほか
○来場者総数：約 600 名
　レオナルド・ダ・ヴィンチと言えば，「最
後の晩餐」などの絵画を思い浮かべる一般の
方々にも，その工学的・理学的な功績や足跡
を広く知ってもらえるように高専祭学科展の
中に実施チームを組んで取り組みました．一
般の方々にもダ・ヴィンチの別な面を知って
いただけたと思います．

身近な制御技術
○ 2006 年 10 月 21 日，22 日
○八戸工業高等専門学校／黒沢研究室（知能
機械実験室）

○企画実施に参加した学生名：山谷祐人，中
山幸太，松本直也，吉田貴将，乙部春樹，小
笠原康寿，大浦奈緒，高橋憲吾，岡田　生，
斎藤広樹，米田祐輔，下田昌平，田中宏行
○来場者総数：約 404 名
　八戸高専の最大の行事である高専祭に合わ
せて“メカライフの世界展”を開催した．今
年度のテーマは「身近な制御技術」とし，紙
飛行機の作製や企画展示を通して，来場者に
遊びながら簡単な原理を学んでもらえること
を目的とした．実施内容は大きく分けて次の
3 企画である．
①紙飛行機の作製と飛行距離測定：紙飛行機

を作成し，飛距離の測定をして記録会を
行った．

②人力発電体験：手回し発電装置を使って，
車の模型を走らせて人力発電を体験しても
らった．

③企画展示：風力発電や構造物の制振技術，
グローブスキャンシステムやロボットの展
示・説明を行った．

2006 イーハトーブサイエンス
ワールド「メカライの世界展」

○ 2006 年 10 月 28 日，29 日
○岩手大学／小野寺研究室，藤田研究室，船
㟢研究室
○企画実施に参加した学生名：朝倉　聡，小
倉荘一，田中　望，他 15 名
○来場者総数：約 250 名
　大学公開説明会と開催日が重なった土曜日
には，県内・県外の高校生の見学者が多数集
りました．また，日曜日には親子連れをはじ
めとしてたくさんの一般の方々の来訪があり
ました．それぞれの見学場所において，参加
体験できる催し物を用意し，機械工学のおも
しろさを少しでも感じてもらったのではない
かと思っております．
　受験生の理工系離れが目立ってきている
中，こうした活動を通じて今後も機械工学の
重要性や魅力について多くの方々に PR して
いきたいと考えております．
　企画報告ホームページ URL：http://www.
mech.iwate-u.ac.jp/mecha-life/

「競技用歩行ロボットの展示」
○ 2006 年 7 月 27 日，28 日，9 月 9 日，10 日，
10 月 29 日，11 月 3 日，4 日，12 日
○一関工業高等専門学校／機械工学科
○企画実施に参加した学生名：機械工学科 3
年生 43 名・機械工学科 5 年佐々木慎吾・鈴
木広大・桐田　卓
○来場者総数：約 700 人
　一関高専機械工学科では，3 年次に歩行ロ
ボットを製作する授業を行っている．これは
創成教育の試みとして，設計・製作，トーナ
メント形式の競技会，そして発表会という流
れで行っており，本学科の大きな特徴となっ
ている．また，この授業によって製作された
ロボットは，学科紹介のイベントに出品展示
をしており，本年度は一日体験入学，高専祭
のほか，高専ロボコン東北大会と併設された
ものづくりサイエンスセミナーにも出展をし
た．これは，ものづくりのおもしろさを小学
生に知ってもらうために企画されたイベント
で，100 名近くの小学生が参加した．現在小
学生の理科離れが問題となっているが，その
流れを変えるきっかけとなれば幸いである．

学生自主研究成果展示
○ 2006 年 10 月 21 日，22 日
○秋田県立大学／流体システム工学講座
○企画実施に参加した学生名：青木雄太，太
田拓哉，戸澤勇紀，三浦昂侑，中根　隆，海
老澤拓也，梅沢俊策，棚窪　智，加藤敦久，
他多数
○来場者総数：20 名程度
　今年度は本学で行っている「学生自主研究」
という制度の成果報告という形で，大学祭お
よび学内の研究発表会に時期をあわせて開催
しました．この制度は1，2年生を対象として，
学生自らが研究テーマを決めてグループを組
織し，研究を行うというもので，平成 15 年
度には文部科学省の「特色ある大学教育支援
プログラム」に採択されたものです．
　当日は学内研究発表会の会場に隣接した部
屋で展示を行い，他学科の教員や地域の方々
にも研究成果のアピールを行いました．これ
まではこういった形で学生自主研究の成果を
公開したことはなかったため，参加した学生
には良い刺激になったようです．
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「衝突・衝撃から生命を守り，安全・
安心な生活を可能にする技術」

○ 2006 年 10 月 7 日，8 日
○東北学院大学／工学部／佐藤裕久研究室

（衝撃工学研究室）
○企画実施に参加した学生名：紺野和法，阿
部貴憲，大場也嘉，神鷹　伸，佐藤貴大，田
辺　昇，松澤　悟，村山　誠
○来場者総数：約 150 名
　乗用車の乗員・歩行者の安全の問題はアク
ティブ，パッシブの両側面から対策が講ぜら
れており，その効果が現れてきていることを
説明した．次に，航空機客室についてはパッ
シブ安全工学が十分でない．そのため，当研
究室では一段式火薬銃による平板衝突実験，
ドロップハンマー試験機や分割ホプキンソン
棒試験機による動的圧縮実験を用いて航空機
の衝撃シミュレーションに使われる金属や高
分子の広域のひずみ速度範囲における衝撃材
料特性を定めることができ，最近できるよう
になったことを述べた．最後に，旅客機キャ
ビン搭載型の安全・快適空間を提供するスペ
シャル・コンパートメント（特別隔室）の開
発設計に関する研究を開始するための準備が
整いつつあることを説明した．
　企画報告ホームページ URL：http://www.
mech . tohoku-gakuin .ac . jp/yasulabo/
newpage10.htm

親子で楽しむ科学の祭典
○ 2006 年 7 月 30 日
○鶴岡工業高等専門学校／機械工学科・制御
情報工学科の 7 研究室
○企画実施に参加した学生名：機械工学科 5
年　渡部吉昭はじめ 22 名の学生
○来場者総数：約 1 200 人
　本校と鶴岡市理科センター・田川学校教育
研究会理科部会の共催で行われた「親子で楽
しむ科学の祭典 2006」に融合して，今年度
も「メカライフの世界」展を実施した．
　参加した企画は，1. からくりおもちゃの世
界，2. ストローで遊ぼう，3. 水路を上る船，
4. ジャンボシャボン玉をつくろう，5. ソー
ラーカーの展示，6. 音で遊ぼうであった．
　暑い日であったが，小中学生と保護者多数
に来場いただき，科学の楽しさ，物づくりの
面白さを堪能いただいた．科学や物づくりに
興味を持つ子供たちが増えるきっかけになれ
ば幸いである．
　企画報告ホームページ URL：http://www.
tsuruoka-nct.ac.jp/mechalife/index.html

割れない卵の不思議
○ 2006 年 10 月 28 日，29 日
○いわき明星大学／清水研究室
○企画に参加した学生：関根正幸，谷　崇悦，
津久井英之，鶴賀拓海，槇　秀喜，東　哲也
○来場者総数：約 180 名
　今年はマルチボディダイナミクスグルー
プ，人間工学グループ，福祉機器開発グルー
プに分かれ研究室の公開を行いました．また，
卵の落下実験として来場していただいた方
に，振動・衝撃吸収に優れた粘弾性体のマッ
トに，実際に生卵を落としてもらい，驚異的
な衝撃吸収効果を体験していただきました．
　この実験の他にも，筋電を使い，3 本指の
多機能電動義手「A-Hand」の操作体験や，
動力学解析ソフトを使ったシミュレーショ
ン，従来のキーボードと新感覚のキーボード
を使いタイピングを行い，操作性の違いを体
験していただきました．
　来場された方々はどの説明にも興味を持
ち，熱心に質問をしていただきました．

二足歩行ロボットの
運動シミュレーション

○ 2006 年 10 月 28 日，29 日
○いわき明星大学／高橋研究室
○企画実施に参加した学生名：石渡　遼，大
高雄司，岡村健作，小野修作，鈴木　肇
○来場者総数：250 名
　小型二足歩行ロボットの運動の様子を機構
運動解析ソフトにより解析し，結果をアニ
メーションで紹介した．また，小型二足歩行
ロボットの操作体験を通して，多くの参加者
に機械工学の楽しさを体験していただいた．

ソーラーカーラリー大会
出場車両の展示

○ 2006 年 10 月 28 日，29 日
○いわき明星大学／桜井研究室
○企画実施に参加した学生名：鈴木康司
○来場者総数：250 名
　18 年度のソーラーカーラリー大会に出場
したソーラーカー車両を展示し，来場者に試
乗してもらった．また，ソーラーカー車両の
設計に関する展示を行った．

楕円系歯車の CAD および
CNC ワイヤーカット放電加工

○ 2006 年 10 月 28 日，29 日
○いわき明星大学／CAD/CAE/CAM 研究
室
○企画実施に参加した学生名：加藤篤史，久
保木智彦，矢吹祐介，山口祐樹，山崎拓也，
山本　圭，渡辺祐太
○来場者総数：約 380 名
　楕円系歯車の CAD および CNC ワイヤー
カット放電加工を実演した．また，マシニン
グセンタおよび CNC の旋盤の自動加工のデ
モおよびこれまでの CAD/CAM 卒業研究作
品の展示も行った．

信州大学　工学部　ロボット研究会　ロボコンショー
（NHK ロボコンに出場した自動ロボットの実演）

○ 2006 年 10 月 22 日
○信州大学／千田研究室
○企画実施に参加した学生名：木下喜仁，後
藤崇之，Agung Effendy，西井彰宏，永田孝
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一郎，浦野翔太，石中翔子，松山千尋
○来場者総数：約 400 名
　私たちのロボットを通じて，幅広い世代の
方にロボコンに対しての興味を持っていただ
くことが出来たなら幸いです．
　 企 画 報 告 ホ ー ム ペ ー ジ URL：
http://192.168.1.2/robo/framepage7.htm

働きのメカニズムを学ぶ
○ 2006 年 9 月 30 日
○新潟工科大学／機械制御システム工学科
○来場者総数：1 200 名
　｢メカライフの世界」展の実施当日は，本
学において「科学の祭典（子供向けの体験・
実験の催し物）」が同時開催されており，メ
カライフの世界展と併せて沢山の実験・体験
ブースが開かれた．メカライフの世界展とし
ては，「動きのメカニズムを学ぶ」と題して，
上記の 3 テーマについて体験工作を行った
り，実際に子供達に触れて貰いながらの実験
を行った．
　参加した子供達は，貼付写真の様に，非常
に熱心に各テーマを体験していた．一部の
テーマにおいて，その現象を詳しく説明する
には数式や理論が必要であり，小中学生に全
てを理解して貰うことは無理であったが，機
械として重要な「動き」やその仕組みについ
て十分な興味や関心を持って貰うことがで
き，成功を納められたと感じる．
　企画報告ホームページ URL：http://www.
niit.ac.jp/topics/2006/20061003 02.html

電波で光るアンテナをつくろう
○ 2006 年 8 月 5 日
○富山県立大学／工学部　機械システム工学
科　エコデザイン講座 3
○企画実施に参加した学生名：奥村治正，

佐々木信也，堀　友隆
○来場者総数：約 200 人
　本企画は毎年本学で開催している「ダ・
ヴィンチ祭」に併せて実施した．幼児から大
人まで幅広い世代の方々の参加があり，今回
は予想以上の来場者があった．参加者の中で
も主に小学生たちは発光ダイオードが電池も
無いのに光ることに驚き，我々学生が説明す
る部品の役割や仕組みについて大変興味を示
し聞き入っていた．また，鋭い質問に学生が
返答に困る場面もあった．多くの子供たちが
初めてのはんだづけ作業で悪戦苦闘しながら
も，途中で諦めることなく最後までやり通し
ており，ものづくりの楽しさを十分に味わっ
ているようであった．

学生フォーミュラ紹介
○ 2006 年 11 月 3 日
○金沢大学／熱機関研究室
○企画実施に参加した学生名：佐藤　航，大
竹啓介，齋藤浩一郎，斉藤悠介，塚野孝俊，
水尾大志
○来場者総数：100 名
　当日は，自分たちの製作したフォーミュラ
カーについてご来場して頂いた方々に説明を
行いました．特に小さい子供連れの方が多く
来場され，小さなお子様にはコックピットに
座ってもらいフォーミュラカーに少しでも関
心を持って頂けたと思います．
　 企 画 報 告 ホ ー ム ペ ー ジ URL：http://
f-engine.eg.t.kanazawa-u.ac.jp/formula/
column/index.html

マイコンを利用した電子サイコロ
を作ってみよう

○ 2006 年 5 月 27 日
○福井大学／川谷研究室
○企画実施に参加した学生名：岩谷圭祐，藤
本安彦，布施美幸，熊田哲也，牧野源幸，山
本宜玄
○来場者総数：約 100 名
　福井大学大学祭期間中に同時開催される

「一日遊学 in 文京」において，PIC マイコン
を利用した電子サイコロを製作する企画を実
施した．プリント基板は用意しておき，それ

に抵抗やサイコロの目を模擬した LED を半
田付けするだけの簡単な内容であるが，半田
付けが初めてだ，という子供たちがほとんど
で，電池をセットして LED が点滅すると大
きな歓声が上がった．本質的に，子供たちは
ものづくりに強い関心を持っていることを改
めて感じることができた．また，この企画に
参加した学生にとっても，準備から実施まで
を体験することで，通常の研究活動では得ら
れない貴重な何かを手に入れることができた
のではないかと思う．

出張理科教室「流れのふしぎ」
○ 2006 年 6 月 10 日〜12 月 8 日までの 15 回
○神奈川工科大学／石綿研究室，赤池研究室
○企画実施に参加した学生名：亀田絵里ほか
18 名
○来場者総数：15 校合計で 2 165 名
　｢流れ」を題材に，神奈川県内の小学校 15
校を訪問し，理科教室を実施した．
　飛行機の原理のデモ実験や工作，および 7
件の体験実験を行った．
　参加した子供たちは知的好奇心が旺盛で熱
心であった．楽しくためになった，理科が好
きになったとの感想を多数いただいた．

｢船の内蔵（機関室）に関係する
研究を見てみよう！」

○ 2006 年 6 月 3 日，4 日，7 月 17 日，8 月 4
日，10 月 15 日
○東京海洋大学／海洋工学部／蒸気動力実験
室，内燃機関実験室，機械設備実験室
○企画実施に参加した学生名：樋口忠晴，他
約 20 名
○来場者総数：約 500 名
　各実験室ともに実験・研究に用いられてい
る装置を中心に基礎実験等も含め公開・展示
を行った．蒸気動力実験室は超小形複合サイ
クル実験装置や水の相変化による力につい
て，内燃機関実験室は舶用ディーゼル機関実
験装置や燃焼の実験，機械設備実験室は冷凍
装置およびポンプ実験装置の公開や家庭用冷
蔵庫やエアコンのしくみ中心にそれぞれに関
連する事項についての展示・解説を行った．
例年よりも説明のパネルを多くし，体験・体
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感できる箇所を設けるなど，より親しみやす
い説明内容を加えるよう努めたために多くの
子供たちを含む幅広い年齢層の方々にご来場
いただくことができた

見てみよう，さわってみよう
―いろいろなメカニズム―

○ 2006 年 8 月 4 日，5 日
○横浜国立大学／藪田研究室，福富研究室，
白鳥研究室，宇高研究室，機械工場
○企画実施に参加した学生名：小坂　翔，芦
高直哉，岩崎大剛，大徳忠史，島田　陽，本
田和也，廣瀬剛史，田中彬史，高橋宏明，橋
本慎一
○来場者総数：103 名
　本企画は，受験希望者（高校生）を対象と
したオープンキャンパスの機械を捉えて，本
人，兄弟姉妹，父母らに「ものづくり」の面
白さを体験してもらう場を提供するもので
す．8 月の強い日差しの中，多数の参加者が
生産工学科の研究室や機械工場をめぐりなが
ら，大学における「ものづくり」に向けた教
育研究への取り組みに触れてもらえたと思い
ます．
　企画報告ホームページ URL：http://www.
me.ynu.ac.jp/depart/index/index_in.html

茨城高専おもしろ科学セミナー ｢開いてみよう！高専ワールド 2006」
―メカメカフェア 2006 ミニホバークラフトを作ろう！―

○ 2006 年 8 月 17 日，18 日
○茨城工業高等専門学校
○企画実施に参加した学生名：秋山太佑，鈴
木貴宏，菊池美幸
○来場者総数：76 名
　茨城高専おもしろ科学セミナーが日本機械
学会茨城ブロックの共催のもと，平成 18 年
度「メカライフの世界」展として 8 月 17 日，
18 日に行われました．案内を出しましたと
ころ応募者が多く，定員 20 名のところを 40
名に増やして，一日 2 回行うことになりまし
た．今年のテーマは『ミニホバークラフトを
作ろう！』と題し，画像にあるように小学生
およびその保護者が，その作成に挑戦して，
さらに実際に作成したミニホバークラフトで
遊ぶという内容のものです．作成の段階から，

子供や保護者の関心は高く，作成したホバー
クラフトが床から浮いて動くと歓声があがり
ました．セミナーは大変好評でした．最後に，
このたびのイベントに対しまして日本機械学
会の援助に感謝致します．

作って楽しもう！メカライフ2006！
○ 2006 年 10 月 28 日，29 日
○木更津工業高等専門学校／機械工学科　自
動化研究室および流体研究室
○企画実施に参加した学生名：亀山裕樹，
森 裕秋，山口和也，大野貴洋，勝　芳未，
金田章宏，鹿子隼己，川上恭平，小室裕貴，
斎藤　篤，椎奈正典，白井浩礼，杉嵜　充，
鈴木伸一，鈴木達彦，鈴木祐一，高橋啓太，
高橋亮太郎，東山佳亮，中山　隼，花沢大樹，
林　謙吾，羽山晃司，三品康貴，三井雄一郎，
山越俊宏
○来場者総数：235 名
　学園祭期間中に「作って楽しもう！メカラ
イフ 2006！」を実施しました．研究室の公
開および小中学生向けの製作体験テーマとし
て⑴思いどおり動くかな？レゴロボットを作
ろう！⑵空飛ぶ円盤 !? ホバークラフトを作
ろう！⑶どれが速いかな ?! ウインドカーを
作ろう！⑷どんな仕組みかな？アルコールロ
ケットを作ろう！の 4 テーマのものづくりを
企画しました．来場者は幼稚園児から年配の
方までと幅広く，体験後のアンケートには全
員「楽しかった」と回答がありました．
　ホバークラフトとウインドカーを同一の場
所で実施し，希望に応じて両方体験する方や
年齢に応じて小さい子供さんには簡易に出来
るホバークラフトを勧めるなど皆さんが楽し
く体験できたと思います．レゴロボットは親
子連れで来場された方が多く，親御さんも興
味を持たれたようです．また，アルコールロ
ケットでは老若男女問わず，その迫力ある爆
発音とともに飛びだす様子に驚き楽しんでい
るようでした．
　さらに，同時に開催された研究室の公開イ
ベントでは，FA システムやマイクロロボッ
トの動き，PIC の体験など，機械やロボットの
動きに小さな子供でも興味を持って楽しんで
おり，流れの可視化では普段目に見えない水
や空気の流れの様子に驚き感動していまし
た．
　イベントを通じて，小さい子供ほど，製作
物の出来や動きに対して反応が大きく感じま
した．このような喜んでいる様子や工夫・改
良を楽しむ様子から，体験・感動することの
大切さを改めて知ることが出来ました．今後
も地域に身近な機械工学をめざし，楽しい製
作体験テーマを企画したいと思います．
　企画報告ホームページ URL：http://www.
kisarazu.ac.jp/~mecha/news/mecha_life.
html

ミニ電気自動車のすすめ
○ 2006 年 10 月 20 日〜22 日，12 月 17 日
○拓殖大学／工学部機械システム工学科／流
体工学研究室
○企画実施に参加した学生名：小林　愛，阿
久津拓也，鈴木直人，有賀圭祐，井上亮二他
○来場者総数：80 人程度
　流体工学研究室の学生と，電気自動車愛好
会（サークル）のメンバーが中心となり手作
りのミニ電気自動車で四国 EV ラリーに参戦
し，部門優勝した．メカライフの世界展を通
じて得て来たものが，実を結んだものと考え
られ，よろこばしいことであった．

メカの世界 2006
○ 2006 年 10 月 28 日，29 日
○東京工業大学／工学部／機械科学科
○来場者総数：約 600 名
　機械科学科各研究室の研究紹介パネル展示
や研究室公開，さらには学科所属学生の製作
した独創的な機械の展示，小学生を対象にし
た工作教室，を実施しました．特に小学生向
けの工作教室では，風船を使ったロケット製
作，バルーンアート，ストローを使った笛の
製作，を体験していただき，自分で手を動か
してものを作る楽しさを多くの子ども達に実
感してもらえたことと思います．
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ボーイング次世代旅客機 B787 の
機体材料である CFRP を作ろう

○ 2006 年 11 月 2 日，3 日
○日本大学／生産工学部／邉研究室
○企画実施に参加した学生名：木原裕一，杉
本　直，岸谷直美，竿尾周太郎，松田　匠，
遠藤徹平
○来場者総数：120 名
　参加者に CFRP のプリプレグ材を積層さ
せて，ホットプレスを用いて CFRP の板材
を直接成形させて，CFRP 材を作らせた．次
に，同じ体積の CFRP とアルミニウム，鋼
材の重さを測定させる．さらに 3 つの材料の
引張り実験を行い，それぞれの値から 3 つの
材料の比強度（引張り／強さ／重さ）を計算
させ，鋼材や AI 合金の値と比較して，
CFRP が格段に大きいこととそれによって
ボーイングの次世代旅客機 787 の材料に
CFRP 材が用いられている理由を理解させ
た．また，最後に，CFRP の小片を記念に参
加者全員にプレゼントした．

近未来のロボット技術と
小さな機械の世界を体験しよう

○ 2006 年 11 月 4 日，5 日
○日本大学／理工学部精密機械工学科
○企画実施に参加した学生名：松岡秀武，佐
藤　圭，清水裕輔，鈴木伸重，鷹居佑亮，種
隼也，中島　潤，奈良卓行，藤屋隆明，逸見
欣広，松下　淳，宗形亜美，宗像　哲，山内
俊行，山本克行，林見裕介，蓁原仁志，石神
雅，上之原政利，太田直登，大槻源太，大森
陽介，奥　晃紀，加藤弘剛，金屋　甫，齊藤
智之，末岡真太郎，高田輝紀，千葉史門，塚
本旭央，西川哲郎，二宮雄大，藤江　厚，前
川元輝，宮坂圭太，桃木正憲，保田真宏，渡
辺　康，川田聖二，鈴木寛徳，利守紗千子，
成瀬佳代，炭井美香，浅井勇太，早乙女秀丸，
原田英明，竹平陽介，上山雄生，栗山浩史，
奥地　平，手塚裕介，山田将洋，小笠原一裕，
山内謙一郎，大竹哲郎，鈴木崇文，兼坂　優，
中村友哉，原田健史，茅野宏信，坂入裕美，
衣笠裕勝，柳田一樹，渡辺陽介，坪山修太，
山口正剛，安藤崇之，小野卓也，蘭　仁智，
飯田将史，石井康友，荊木裕也，大原真人，
岡田祐希，岡村祐樹，奥田裕介，越坂部征，
開発祥太，柏淳一郎，蔵原　塁，栗原　台，
坂本　健，佐藤　斉，白鳥浩樹，杉本麻里亜，
朴　素映，平林直樹，福岡　俊，藤野真依，
堀米菜穂子，堀本豊暉，松村剛宏，山下大暢，
荒井邦昭，安次富亮，石川唯史，道津一政，
安永武史，吉田清美，渡辺雅之，小原端穂
○来場者総数：約 900 名
　日本大学理工学部精密機械工学科に所属す
る学生達が主体となり，社会に役立つマイク
ロマシンや小型ロボットとその周辺技術に関
する研究成果の展示説明，ならびに不用に
なった携帯電話の部品を利用したリサイクル
移動ロボットの「ものづくり体験コーナー」

を設け，「近未来のロボット技術と小さな機
械の世界を体験しよう」というテーマで，「メ
カライフの世界」展を開催しました．マスター
スレーブ型の協調制御ロボットや形状記憶合
金と燃料電池で動くロボットの展示，ダンス
ロボットやレスキューロボットのデモンスト
レーションならびにリサイクル移動ロボット
製作体験などに人気が集まり，近隣の皆様や
県内の高校生を中心に 2 日間で計 900 名の方
にご来訪いただきました．

第 5 回スターリングエンジンカー
大会 in hatoyama

○ 2006 年 11 月 4 日
○東京電機大学／理工学部知能機械工学科／
里見研究室
○企画実施に参加した学生名：冨田　明，山
下三木太郎，山科直崇，他 15 名
○来場者総数：35 名
　本大会は今年で第 5 回を数え，小規模なが
らも安定してきたように思える．今回は親子
連れ・小学生の友達同士・昨年に引き続き参
加してくださった方など 35 名の参加者が
あった．また，大会中に近くを通りがかった
人も興味を持ち，多数の人が足を止めて見学
していた．
　このスターリングエンジンカーに興味を抱
いた方も見受けられ，「未来の科学技術者育
成の一端を担う」という開催目的を達成でき
たのではないかと思う．

ゆかいなロボット展
○ 2006 年 5 月 27 日，28 日
○大同工業大学／西堀研究室
○企画実施に参加した学生名：天野良紀，高
橋佑介，青木康宏，前迫大器，牧原英亮，吉
岡　慧，加藤文彦，西尾侑祐，曽根原晴夫，
加藤健一，春田和利，堀田崇光，稲垣淳一，
大林　伸，近藤弘憲
○来場者総数：約 250 人
　今年の「メカライフの世界」展は例年同様，
大学祭の期間中に実施した．来場者がロボッ
トに親しみを持てるように今年のテーマは

「ゆかいなロボット」と題し，ロボットの形
などを工夫して展示，実演をした．今回は，
2 足歩行ロボット，からくりサーカスロボッ
ト，サッカーロボット，レゴ・マインドスト
リームなどの展示をした．その中でも 2 足歩
行ロボットの実演は多くの来場者の関心を引
き，ロボット操作の体験で夢中になる子供も
多く，大変好評であった．
　企画報告ホームページ URL：http://www.
daido-it.ac.jp/~nishibo/

｢三重大学工学部機械工学科に
おける最新の研究」

○ 2006 年 8 月 10 日
○三重大学／工学部機械工学科／量子物性研
究室（小竹茂夫助教授）
○企画実施に参加した学生名：花井宏旭，石
堂　均，太田充洋
○来場者総数：258 名
　参加者は新エネルギーやロボットに人気が
あったようです．デモ用に新しい装置の製作
も試みました．

｢こんなところに機械工学」
○ 2006 年 9 月 3 日
○岐阜工業高等専門学校／塑性加工研究室
○企画実施に参加した学生名：小野圭一ほか
○来場者総数：331 名
　岐阜高専では中学校の生徒さんを対象とし
て「こんなところに機械工学」のテーマでメ
カライフの世界展を実施しました．CAE 技
術，シーケンス制御などの複数のブース展示
を行いました．
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自作ロボットやメカ達の公開・展示
○ 2006 年 10 月 7 日，8 日
○豊田工業高等専門学校／近藤尚生（機械工
学科　指導教員）
○企画実施に参加した学生名：杉本善之，加
藤　新
○来場者総数：約 600
　自作のむかでロボットや，障害物を検知し
て回避して走行する自走車の動作実演を行
い，来場者に機械工学に対する関心を持って
もらった．

NHK ロボコン 2006 出場マシン展示
○ 2006 年 10 月 9 日
○豊橋技術科学大学／豊橋技術科学大学ロボ
コン同好会
○企画実施に参加した学生名：和田浩孝，三
嶋　崇，上野祐樹，石川裕基，藤田智大，山
崎瑛士，山下貴仁，有賀美明，佐藤，伊部忠
勝
○来場者総数：約 100 名
　豊橋技術科学大学ロボコン同好会では 10
月 9 日に行われた自校の大学祭にて，2006
年 6 月 に 行 わ れ た「NHK 大 学 ロ ボ コ ン
2006」に出場したマシンの展示を行いました．

形状記憶材料を使って，
未来へステップアップ

○ 2006 年 10 月 14 日，15 日
○愛知工業大学／戸伏研究室
○企画実施に参加した学生名：梶野友孝，森
川泰寛，高瀬崇成，吉鶴宗志，杉山光生，鈴
木勇介，田島聡之，角田陽祐，佐川正晃，寺
田恵亮，江尻佳弘，櫻木稔巳
○来場者総数：368 人
　10 月 14 日（土），15 日（日）は天気に恵
まれ多くの人に御来場頂きました．本年度は，
実際に形状記憶材料に触れていただくことか
ら，熱エンジン，形状記憶合金を利用した射
的など行いました．来場者は，形状記憶材料
をテレビで見たり，製品のパンフレット等で
しか見たことが無い方が多く，実際に体感し

ていただき驚かれていました．特に小さなお
子さんには，不思議だったと思います．また，
企画実施に参加した学生のご協力により，来
場者に形状記憶材料を紹介できたことを感謝
いたします．最後にこのように実際に体感で
きるメカライフ展が今後も開催されることを
せつに願います．

｢魅力的な製品」の実現
○ 2006 年 10 月 21 日，22 日
○鈴鹿工業高等専門学校／機械工学科
○企画実施に参加した学生名：機械工学科 4
年生　41 名
○来場者総数：約 800 名
　今年は高専祭に来ていただいた方々を歓迎
するライトボックス，展示案内ロボット，バ
ンドベル演奏ロボット，実際に操作して楽し
んでもらう遠隔操作ロボット，ピンポンゲー
ム，射的ゲーム，ハンマーボールといった「魅
力的な製品」を学生自ら設計・製作し，もの
づくりの楽しさを紹介すると共に多くの来場
者に楽しんでいただきました．
　企画報告ホームページ URL：http://www.
suzuka-ct.ac.jp/mech/

｢作って，使えるロボット展」
○ 2006 年 11 月 3 日〜5 日
○中部大学／機械工学科
○企画実施に参加した学生名：神谷佳裕，土
本知弘，板垣辰昌，榊原　敦，清水智昭，伊
藤周平，大野有美，高木康平，山田桂史
○来場者総数：約 400 名
　11 月 3 日〜5 日に渡って行われた中部大学
の大学祭に併せて「作って，使えるロボット
展」と題した研究発表展を開催した．昨年同
様，LEGO マインドストームで製作したロ
ボットを展示すると共に同じロボットを製作
するコーナーを設けた．また，ロボットアー
ムを操作してお菓子を掴む企画も併せて実施
した．両日とも子供を中心に親子連れなどが
多数来場した．特に展示してあるロボットの
動作状況に関心が寄せられ，大変好評であっ
た．

エネルギー変換を学ぼう！
○ 2006 年 11 月 4 日，5 日
○国立沼津工業高等専門学校／機械工学同好
会と村松研究室
○企画実施に参加した学生名：大村勇太，
泉 陽嵩，河合勇真，増岡卓弥，高橋一真，
小林航輔
○来場者総数：300 名
　沼津高専祭において，小学生，中学生とそ
の保護者に太陽光発電，燃料電池，風力発電
のモデルを展示し，その原理を説明した．さ
らに，製作した各モデルを用いて発電して，
車を動かすこと，LED を点灯することによ
り，エネルギーの大切さを示した．

「メカライフの世界」展
○ 2006 年 12 月 2 日，3 日
○「メカライフの世界」展　実行委員会／日
本機械学会関西学生会／大阪市立科学館
○来場者総数：778 名
　（社）日本機械学会　関西学生会では，今
日における青少年の理工系離れは，机上の理
論の理解のみで，実際に「もの」に触れる機
会が少ないことなどが原因であり，この理工
系離れの状況改善のためには，科学技術への
理解と関心を小・中学生を中心として，広く
一般の方々が持つことが必要だと考えており
ます．そこで，様々な物理現象の実演・体験
や，様々な機械で楽しく遊ぶことを通して，
広く科学への興味を持ってもらう機会を社会
へ提供することを目的として，大阪市教育委
員会後援のもと大阪市立科学館の協力を得
て，「メカライフの世界」展を開催致しました．
　今年度は，初日が 202 名，2 日目が 576 名
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の合計 778 名の入場者がありました．小学生
の大半がまず，ホバークラフトに試乗し，そ
の間に大人はレジュメより，ホバークラフト
の仕組みを学び，それを子供に教えていまし
た．次に段差乗越機構付車椅子の体験をし，
大人も子供も段差を乗越えたときに歓声をあ
げていました．また，会場内の原理展示コー
ナーでは機械模型・制振装置が特に人気でし
た．子供は実際に機械に触り，興味を持ち，
大人は機構を理解し，それを子供に教えてい
ました．他にも子供は空気砲で煙の輪が飛ぶ
所に，大人は形状記憶合金が元に戻るところ
に感心していました．ロボット体験コーナー
では，やはり，AIBO が人気でした．来場者
の中には AIBO と遊ぶためだけに来られた
方もいました．また，ヘビ型レスキューロボッ
トについてですが，今回は動いていなかった
ので，子供よりも大人の方が興味を持たれて
いました．アンケートの中には『今後の活躍
に期待』との意見を多数の方からいただきま
した．
　無料の工作コーナーについてですが，こち
らは本年度も好評で，アンケートからも『平
面から立体ができるのが面白かった（紙飛行
機）』や『身近なものを使って簡単に空を飛
ぶものが作れた（スカイスクリュー）』など
の意見をいただき，工作目的で来場された方
も少なくありませんでした．中には二日とも
来られた方もおられました．次に，本年度よ
り行った有料の工作コーナーですが，こちら
も大好評でした．企画当初は売れ残る恐れも
考え，“100 個限定”として広報活動を行っ
たのですが，最終的には途中で買い足し，
117 個売れました．来場者の中には事前に関
西支部に問い合わせをし，開場と同時に作り
に来られた方もおられました．そして，無料・
有料の両方で『作ることの楽しさを学んだ』
とアンケートでも書いていただきました．
　以上，本年度の関西学生会主催の「メカラ
イフの世界」展は，地域の小・中学生の科学
技術に対する好奇心を高めるという点で成果
を挙げることが出来たと思います．さらに普
段家庭や学校では体験できないような工作に
よって“ものつくり”に対する興味を持たせ
ることが出来たと考えています．

サボニウス風車・メタルキーホルダー
をつくろう IN 因幡の手づくりまつり

○ 2006 年 6 月 10 日
○鳥取大学／工学部／機械工学科＆ソーラー
カー同好会
○企画実施に参加した学生名：妹尾政輝，寒
川英和，立石哲也，長谷慎一，三宅陽治，山
際俊裕，松尾裕二
○来場者総数：約 120 名

　｢サボニウス風車をつくろう」・「メタル
キーホルダーをつくろう」は，素材の切り出
しから始めて，採寸・加工・組み立て・仕上
げの工程を体験してもらうことをコンセプト
としたイベントで当学生たちによって企画さ
れたものである．本年度は，小中学生対象と
して鳥取県下で毎年開催されているものづく
り体験イベントである「因幡の手づくりまつ
り」と合同して実施した．参加した小中学生
たちは，あちらこちらで歓声をあげていた．
金属素材そのものへの興味・工作機械の迫
力・つくる楽しみに心を揺さぶられていたよ
うだ．子どもたちにとって日常生活では経験
することが困難になったものづくりのおもし
ろさを伝えられたのではないかと思う．この
ような活動は継続的に行われることが望まし
いとされるが，本企画を「子どもの居場所づ
くり」活動を行う団体に出前授業として開催
した．一方で，当初予定の風紋祭という大学
祭での開催は，設備・安全上の都合により見
合わせざるをえなかった．

｢ゼロハンカーの模型を作り，
競争しよう」

○ 2006 年 8 月 22 日
○呉工業高等専門学校／機械工学科　野村研
究室
○企画実施に参加した学生名：川口玄太，峠
下慶介
○来場者総数：約 20 名
　ベースとなる車両は，トミーのエアロアー
ルシーを利用しました．この車体をベースに，
ゼロハンカーの実物と走る様子を見学して頂
き，ゼロハンカーのフレーム構造を模して，
プラ棒や針金で車体の枠を工作して頂きまし
た．何とか，全員が出来上がったところで，
スラロームなどの競技を行いました．無線操
縦ですので，自分に向かってくる方向になる
とコントローラーの左右の操舵が逆になるの
で，運転が難しいようでした．講座中に，
RCC テレビの取材が入り，当日の 18：00 に
受講者達の様子が放送されました．
　企画報告ホームページ URL：http://www.
kure-nct.ac.jp/office/kikaku/diary/2006/
index.html

エコカーの燃費を測ってみよう
○ 2006 年 8 月 27 日
○高松工業高等専門学校／機械工学科　高橋
義一　研究室
○企画実施に参加した学生名：亀井　恵，島
村豪敏，呼坂知映
○来場者総数：約 160 人
　中学 2，3 年生を対象に体験入学，学校見
学会を行ないました．
　体験入学者：5 人に対してエコカーの燃
費，時速を測定する体験を行ないました．
　学校見学会：約 160 名の中学生，保護者に
対してエコカー仕組みを説明しました．

体験工房「メカライフの世界」
○ 2006 年 9 月 12 日，10 月 27 日，28 日
○高知工業高等専門学校／永橋研究室
○企画実施に参加した学生名：8 名
○来場者総数：約 120 名
　本年度も「メカライフの世界展」を，9 月
の中学生のための「1 日体験入学」と 10 月
末の学園祭である「高専祭」で実施した．鋳
造体験や手作りロボットコンテストまで多く
の中学生や地元の人達に楽しんで頂いた．

機械と海のつながり
○ 2006 年 10 月 14 日，15 日
○水産大学校／海洋機械工学科／江副・永尾
研究室，中岡・西田・一瀬研究室，渡邉研究
室，前田・津田研究室
○実施に参加した学生名：4 研究室，12 名
○来場者総数：約 120 名
　水産大学校海洋機械工学科では，10 月 14
日，15 日の 2 日間にわたって行われた大学
祭にあわせて，「機械と海のつながり」と題
して「メカライフの世界展」を開催しました．
参加した 4 研究室の出展テーマは「水素で動
く船」，「サーモビューアで温度を見る」，「熱
と流れのミステリーゾーン」，「舶用ディーゼ
ルエンジンの排ガス」等でした．小・中学生
から大人まで皆さんに興味を持って見学した
り実験を体験して頂くことができました．
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「蒸気パワーの不思議を知ろう」
〜ニューコメン機関復元模型の実演〜

○ 2006 年 11 月 3 日
○徳島大学／創成学習開発センター
○企画実施に参加した学生名：藤沢慶典，植
木晶夫，川見祐介，福田圭佑，本田英行，中
山裕也，徳山祐一
○来場者総数：約 50 名
　学生祭（11/3〜11/5）初日に当センター（イ
ノベーションプラザ）1 階にて「蒸気パワー
の不思議を知ろう」をテーマに「メカライフ
の世界」展を実施した．創造的課外活動の 1
環としてのプロジェクト「ニューコメン大気
圧機関復元プロジェクト」のメンバー（全員
工学部 1 回生）7 名による大気圧機関模型の
演示をはじめミニ蒸気機関車レース，空缶つ
ぶしや，特に子ども連れの入場者には「おり
紙ポンポン船」を学生の熱心な説明による工
作を行い多くの好評を得た．

プチロボットと遊ぼう
○ 2006 年 11 月 11 日，12 日
○愛媛大学工学部／機械工学科／制御工学研
究室
○企画実施に参加した学生名：藤岡真也，葊
政昌郎，山根慎次郎
○来場者総数：約 1 000 人
　多くの小，中学生に自律型移動カートに触
れ合っていただくことが出来，機械工学，ロ
ボット工学に，より興味を持っていただくこ
とが出来たと思います．子供たちの真剣なま
なざしに，明るい未来を感じました．
　 企 画 報 告 ホ ー ム ペ ー ジ URL：http://
contserver01.me.ehime-u.ac.jp/control/
index_Page585.htm

電子機械工学科　学科展示
「おもしろ電気・機械」

○ 2006 年 11 月 11 日，12 日
○弓削商船高等専門学校／電子機械工学科
○企画実施に参加した学生名：電子機械工学
科 3 年生窪田勇介，村上達郎他 8 名，4 年生
濱田展光，村上大輔他 8 名
○来場者総数：68 名
　市販のゼンマイ仕掛け人形や電子機械（ロ
ボット），自動車のデフや前輪のアクリル模
型，学生の手作りロボットアーム，引っぱり
試験片の展示や静電気実験の説明を行い，機
械と電気との，切っても切れない関係を中心
に展示した．
　小学生は，目に見えるものや動くものに興
味を示すが，中学生ぐらいになると，引っぱ
り試験や構造のようなものに魅かれるようで
ある．本校の学生が実習時間に作成したロ
ボットアーム（アルミ板を切り出して組み立
て，モータを取付け，ポケコンのプログラム
で左右に動くもの）は保護者等の大人に評判
が良かった．
　学生が中心となって展示準備やディスプレ
イ，説明などを企画したため，緻密さはない
ものの，その分，見学者に熱意が伝わったよ
うである．

地球環境にやさしい熱機関
模型スターリングエンジンの製作

○ 2006 年 11 月 18 日
○米子工業高等専門学校／スターリングエン
ジンクラブ
○企画実施に参加した学生名：清水悠司，石
橋利恵子，桒垣春香，竹中香織，中㟢竜太，
足立一馬，岡野涼太，羽山泰智，山根明洋，
澤下　陽
○来場者総数：1 950 名
　今年度製作したα型スターリングエンジン
は，高速回転を実現できたため，来場の方々
には深い印象を与えることができました．ま

た，新作のスターリングクーラーは，見学者
に冷却面を触ってもらう体感型ステージにし
て好評でした．次ももっと良いものを作りた
いと思います．第 10 回スターリングテクノ
ラリーでは，3V クーラー部門で 4 位入賞を
果たしました．
　企画報告ホームページ URL：http://www.
yonago-k.ac.jp/

体験！おもしろ機械工学 ’06
○ 2006 年 11 月 18 日，19 日
○呉工業高等専門学校／機械工学科
○企画実施に参加した学生名：池原寛樹，沖
野　翼，小田貴士，川上　遼，小林　淳，須々
木達也，瀬尾　翼，西本圭佑　他 43 名
○来場者総数：約 200 名
　昨年に引き続き，本校の高専祭と学校見学
会の開催期間中に「メカライフの世界展」が
開催されました．機械工学科の授業の一つで
ある創造演習（ライントレースロボット，写
真参照）の作品展示を初め，赤外線放射温度
計による熱電素子の表面温度の観察・高速度
ビデオカメラによる透明エンジン内の燃焼の
観察・真空現象・三次元測定器・CAD/
CAM・CNC 工作機械による加工実習・各種
ロボット・ゲーム機の実演や体験・鳥人間コ
ンテスト 3 位入賞グライダーの展示などが企
画・実施され，好評のうちに終了しました．

ようこそメカワールドへ
○ 2006 年 7 月 28 日
○都城工業高等専門学校／機械工学科
○企画実施に参加した学生名：専攻科生およ
び本科 5 年生
○来場者総数：約 340 名
　中学生を対象としたオープンキャンパスに
おいて「ようこそメカワールドへ」と題した
公開実験を実施した．宮崎県内の中学生はも
とより，一部は鹿児島県からの参加者も見ら
れた．機械工学科では各研究室および機械実
習工場において，CNC 旋盤による丸鋼試験
片作製と万能試験機による鋼材の引張試験，
風洞による風力発電や翼の失速実験と流れの
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可視化実験，CAD 演習，高専祭の公開実験
で作製したハイブリッドカーの走行実演など
を実施した．夏の日差しが厳しく非常に暑い
中でしたが，来場者は本校学生の説明と実演
に興味深げに見入っていました．

メカライフの世界展
ようこそ，メカエッグ！

○ 2006 年 8 月 6 日
○八代工業高等専門学校／機械電気工学科／
山下徹研究室
○企画実施に参加した学生名：生産情報工学
専攻 2 年　浪崎広介
○来場者総数：458 名（学生：334 名，教職
員・保護者：124 名）
　中学生対象のオープンキャンパスにて，機
械電気工学科教員および本科 4 年〜専攻科 2
年の学生により，体験授業，体験実習，学科
展示の 3 つを企画実施した．
　体験授業では，WWW を用いた機械電気
工学科と各研究室の内容紹介を行った．体験
実習では，ペットボトルロケット製作／NC
旋盤を使った文鎮製作／レゴ・マインドス
トームでのロボット製作を行い，ロケットが
飛ぶ原理や工作機械操作，ロボット制御をそ
れぞれ体験学習してもらった．また学科展示
では，各研究室が研究テーマの紹介パネルお
よび GPS 自律走行ラジコンや 3 次元形状測
定器，スターリングエンジンなどの研究分野
に関連する展示を行った．本校学生と中学生
が展示物の原理について熱心に話す様子や，
時間終了後も残ってロケット製作に取り組む
様子など，中学生からは大変好評な印象をう
けた．
　企画報告ホームページ URL：http://www.
yatsushiro-nct.ac.jp/entrance/opencampus/
oc06-annai-jr.htm（実施案内）

「見て，触れて，感じて…機械工学」
○ 2006 年８月 25 日，26 日
○有明工業高等専門学校／生産情報システム
工学専攻，機械工学科
○企画実施に参加した学生名：久保田諭司，

高田康平
○来場者総数：約 900 名
　本校のオープンキャンパスにおいて，
3DCAD を用いた設計から製作まで，すべて
学生の手で完成させた環境にやさしいソー
ラーエネルギーで動くボートの展示を行っ
た．
　小・中学生がボートに直接触れることがで
きるように展示し，ボート作りでの苦労話や

「ものづくり」の楽しさ，そして，ボートを
水面に浮かべた時の達成感など実体験を分か
りやすく説明した．さらに機械工学において
も環境に対する取り組みが行われていること
を紹介した．小・中学生に対して，機械工学
への関心を高めることができたと感じた．

機械工学科ロボットコンテスト
○ 2006 年 10 月 28 日
○鹿児島工業高等専門学校／機械工学科
○企画実施に参加した学生名：米森雄紀ほか
46 名
○来場者総数：約 120 名
　参加予定 27 チーム中，完動品 21 台による
トーナメントを行った．文化祭を見学に来ら
れた学生の保護者やその家族，あるいは一般
見学者もたくさん観覧していただき，また優
秀なロボットも数多くあって，競技も白熱し，
盛況であった．

工学部探検 2006
「機械ワールドを探検しよう！」

○ 2006 年 11 月 3 日
○熊本大学／工学部機械システム工学科
○企画実施に参加した学生名：工学部機械シ
ステム工学科／自然科学研究科機械システム
専攻　合計 197 名
○来場者総数：約 200 名
　熊本大学工学部の一般市民向け行事「工学
部探検　2006」の中で，機械系学生として「機
械ワールドを探検しよう！」というフレーズ
でテーマを企画した．本年度は，機械加工・
機械材料分野，材料力学分野，熱流体分野，

計測・制御分野の全研究室より 15 の企画を
出した．内容はものづくり，ナノテク，制御・
ロボット，熱伝達，流れ，材料強度・物性，
計測システム，加工，溶接，ロケット推進に
関する遊びを含めた導入的な説明・実験から
専門技術・研究の紹介にわたる幅広いもの
で，準備に時間を 1〜2ヶ月間かけている．
当日は親子連れも含め多くの方々が来場し，
各企画を興味深そうに回っていた他，体験が
できる催しものでは子供が熱中して楽しんで
いる様子も見受けられた．テーマによっては
人だかりができており，低年齢の子供から高
校・大学生，一般の方まで幅広く科学や工学
の楽しさ，面白さを味わっていただけたと思
う．

メカトピア 2006
○ 2006 年 11 月 13 日
○久留米工業高等専門学校／機械工学科
○企画実施に参加した学生名：緒方智博，ほ
か　計 13 名
○来場者総数：約 50 名
　本校の高専祭の公開実験，また，久留米市
教育委員会他主催の「第 11 回マナビィラン
ド」に出展する形で，「メカライフの世界」展・

「メカトピア 2006」を開催した．高専祭では，
3D-CAD の実演・実習，工作機械の展示，真
円度測定器などの測定装置のデモを行った．

「マナビィランド」では，前年度に引き続き
サッカーロボでサッカー大会を開催した．ま
た，別のトルネーダー（MR-9782）を用いて
機械の楽しさに触れてもらうようにした．

メカライフの世界展 2006
in Fukuoka Univ.

○ 2006 年 11 月 3 日，4 日
○福岡大学／工学部機械工学科の全研究室
○企画実施に参加した学生名：松木喜昭，飯
井篤史　他 30 名
○来場者総数：500 名
事業内容
1．おもしろ物理現象の手作り実験（クラド

ニ図形，カルマン渦，流体の簡単な実験
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など）
2．ロボット実演（二足歩行ロボット，サッ

カーロボット，ロボット UFO キャッ
チャー）

3．セグウェイ，ホバークラフト，高速ビデ
オカメラ

4．自動車用エンジン，マイクロジェットエ
ンジンの展示　…など

　今年も学園祭（七隈祭）の時期に合わせて
2 日間の日程で開催しました．本年度は，展
示物の準備だけでなく，広報活動にも力を入
れ，フクオカサイエンスマンス等にも登録し
ていたため，小中学生を含む多くの方々にご
来場頂くことができ，大変盛り上がりました．
展示物の中では，実際に体験できるセグウェ
イやロボット UFO キャッチャーが人気でし
たが，二足走行ロボットの実演やエンジンの
カットモデルの展示，水や空気の簡単な実験，
ホバークラフトなども好評でした．来場者の
みなさんにメカの楽しさを十分に伝えられた
のではないかと思います．来年は，さらに展
示物の充実，広報活動の徹底を図り，より良
いイベントにしていきたいと考えています．

2006 メカワールド
in Kagoshima University

○ 2006 年 11 月 11 日，12 日
○鹿児島大学／工学部機械工学科の全研究室
○企画実施に参加した学生名：岡山祐也・成
田佳貴ほか各研究室の代表者 18 名
○来場者総数：70 名程度
　大学祭期間中に，機械工学科の各研究室（9
研究室）を公開して，デモ実験やパネル展示
を行うことで，機械工学の研究内容を一般の
来場者に紹介しました．さらに，会場に休憩
室を設置して，お菓子などを食べながら常駐
する教員とお話しする場を提供しました．ま
た，エコランカー研究会による展示車輌の試
乗会，ロボット研究会による展示ロボットの
体験操縦会を同時に開催して，家族連れなど
の来場者に好評を得ました．「メカライフの
世界展」は毎年開催されており，機械工学に
ついて広く一般に紹介できる良い機会となっ
ています．

発電スロットカー
○ 2006 年 11 月 12 日
○佐世保工業高等専門学校／機械工学科　機
械力学部門　森田英俊研究室
○企画実施に参加した学生名：中原好友（企
画代表者），北川将浩，古野直貴，田淵直樹，
出口哲郎，中道達也，福島義彦，矢ケ部圭行，
山下康裕
○来場者総数：300 名程度
　本校文化祭において，自転車用発電器を用
い，ペダルをこぐことで発電し，発電された
電気エネルギーを整流し，2 台のスロット
カーを同時に走らせる競技を行いました．
 企画報告ホームページ URL：http://www.
sasebo.ac.jp/campuslife/bunkasai/18annai/
index.html

工大祭“メカニクスポ”
〜Mechani-Expo 2006〜

○ 2006 年 11 月 25 日，26 日
○九州工業大学／工学部機械知能工学科全研
究室
○企画実施に参加した学生名：（総指揮）本
谷佳恵　他各研究室の代表者
○来場者総数：約 200 人
　今年の工大祭では，各研究室の研究内容を
紹介したパネル展示やビデオ上映以外にも，
子供からお年寄りまで様々な世代の方々に興
味を持ってもらうために，普段行っている難
しい実験をするのではなく学んできた知識を
活かしてものづくりを体験してもらおうと考
えた．
　そこで去年に引き続き，サンドブラストに
よりグラスにきれいな模様を描くグラスアー
トや，マシニングセンタにより複雑な形状に
削り出された金型に，ロウを流し込むろうそ
く作りに加え，光応用技術の研究を行ってい
る研究室によって万華鏡作りといった実際に
自分たちの手で数々のものづくり体験をして
もらった．
　また自分達が普段やっている実験にも触れ
てもらうために，飛翔体をエアーガンにより
加速し，秒速 100m でアルミ缶にぶつける高
速衝突実験や，パラフォイル模型の操縦体験
などを行う研究室もあった．
　今回，このメカニクスポを通して，工学の
楽しさを多くの人々に伝えることができ，ま
た多くの人間で１つのもの（企画）を作り上
げる難しさと喜びを体験することができた．
来年は今回の成功点や改良点を活かして更に
いいものを作り上げていきたい．

〜メカパワー発見〜
○ 2006 年 11 月 18 日
○長崎大学／工学部機械システム工学科
○企画実施に参加した学生名：中村純也，磯
崎裕希，石田脩平，中島　晃，北村友視，今
里政博，堤圭士郎，上田剛資，野嵜大輔，古
川重信
○来場者総数：約 100 名
　実施日の 2ヶ月前から機械システム工学専
攻の修士 1 年生による実行委員会を組織し
て，学生主導で企画から実施までを行いまし
た．1 人でも多くの子供たちに機械のおもし
ろさを知ってもらおうと，何度も実行委員会
を開き，検討を重ね，「煙を利用した風洞実験」

「12 階越えペットボトルロケット」「掃除機
& 風船ホバークラフト」「炎のイリュージョ
ン：火炎伝播」「おもしろ紙飛行機」「沸騰と
凝縮：熱のパワーを推進力に（ポンポン船）」
など，複数のブースを設けて来場者を待ちま
した．企画の立案と同時に，市内の小中学校
にビラを配布するなど，宣伝にも力を入れた
効果からか，雨にもかかわらず 100 名を超え
る参加者がありました．院生の説明で，おも
しろいおもちゃの中に「メカパワーを発見」
し，参加者の評判も良好でした．修士 1 年生
全員が一致団結して，普段の講義では体験で
きない盛り上がりと充実感を得て，満足のゆ
く結果となりました．
　企画報告ホームページ URL：www.mech.
nagasaki-u.ac.jp

メカライフの世界展
○ 2006 年 11 月 18 日，19 日
○佐賀大学／機械システム工学科
○企画実施に参加した学生名：学生，大学院
生　約 20 名
○来場者総数：120 名
　高校生を対象とした大学説明会に合わせて
メカライフの世界展を開催した．具体的な事
業内容は，機械システム工学科の研究室およ
び実習工場の一部を開放し，研究内容の紹介
および機械加工によるものづくりの現場見学
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を実施した．紹介した主な研究テーマは，軸
受けなどのトライボロジー技術，超精度表面
加工，運転中の騒音低減を目指した歯車加工
技術，冷凍・空調システムにおける伝熱，水
素貯蔵技術などであった．
　会場には多数の高校生および高校の先生方
が訪れ，パネル説明による研究内容の説明，
流体軸受，歯車試験装置，温・湿度可変風洞，
蒸気原動機，燃料電池などの実演を通して機
械工学の世界についての理解と興味を持って
いただいた．特に，旋盤，研削などの機械加
工を初めて見た生徒が殆どあるため，非常に
熱心に見学している姿が印象的であった．

渦（うず）の運動とその働き
○ 2006 年 11 月 19 日（日）
○宮崎大学／工学部　機械システム工学科／
流体研究室
○企画実施に参加した学生名：牛島康伸，石
井裕太，奥田真規，川竹裕顯，中本智博，松
元雄士，三好健太，大石裕司
○来場者総数：120 名
　企画の内容は，渦運動に関わるポスター展
示と空気砲を使った的当てゲームの実施で
あった．ポスター展示では，竜巻のメカニズ
ム，円柱および魚の後流の渦列，揚力発生の
メカニズムと“エアロトレイン”等について
分かりやすく解説した．また，空気砲につい
ては，大小のダンボールで作った空気砲を準
備すると共に，来場者にも自分で作ってもら
うようにした．
　宮崎大学の大学祭と同時に開催したことも
あり，小さな子どもたちとその保護者，更に
は中学生・高校生と，来場者の年齢層は大変
幅広くなっていた．ポスター展示については，
延岡市で竜巻災害が生じたこともあり，関心
を持って見学してもらえた．一方，空気砲の
的当てについては，年配の方も含めて非常に
熱心に参加し，空気砲が当たらないとだんだ
んと熱くなってきていた．渦輪が意外と遠く
まで飛ぶことに驚き，渦運動の身近な例とし
て大いに楽しんでもらえた．今回の展示と体
験で，流体力学や機械工学に興味を持ってく
れた人が増えたと思う．

アイボプログラミングコンテスト
○ 2006 年 10 月 22 日
○九州産業大学／工学部／バイオロボティク
ス学科／機械工学科／日垣秀彦研究室／藏田
耕作研究室／牛見宣博研究室
○企画実施に参加した学生名：福永鷹信，川
添智行，矢原弘樹，谷口貴紀，魚川　哲，吉
村大助，山口英彦，福島辰巳，森　政弘，西
村紘貴
○来場者総数：約 130 名
　高校生を対象として，メカトロニクスやロ
ボットへの関心および理解を深めてもらうこ
とを目的に，本年度で第 5 回目となる「アイ
ボプログラミングコンテスト」を開催した．
このコンテストは，事前に参加チームを募り，
アイボとパソコンを貸し出し，教員および大
学院生らによる出前講義と実技指導を得て，
本学オープンキャンパス時に制作プログラム
のコンテストを実施するものである．今回は

「習字」，「スプリント」，および「ダンス」の
3 つの課題に対して，参加高校生（6 高等学
校・9 チーム）がアイデアを競い合った．
　企画報告ホームページ URL：http://www.
ip.kyusan-u.ac.jp/J/kougaku/tm/higaki/

サイエンスワールド 2006
○ 2006 年 11 月 25 日，26 日
○九州大学／大学院工学府機械科学専攻／知
能機械システム専攻の研究室／ロボコン，
ヒューマノイドプロジェクト，エコカー，鳥
人間チーム
○企画実施に参加した学生名：吉森崇志，古
賀みず江，以下，約 50 名
○来場者総数：約 650 人
　今年度も多くの学生・先生方の理解と協力
を得て 11 月 25 日，26 日の 2 日間開催する
ことができた．また，福岡県，福岡市，前原
市，二丈町，志摩町と各市町の教育委員会に
後援いただき，広報活動にもご協力いただい
た．開催両日とも，多くの家族連れでにぎわ
い，展示を楽しむ姿が見受けられた．来場し
た子供達が機械工学に興味を持つきっかけに
なれば幸いである．
　企画報告ホームページ URL：http://www.
mech.kyushu-u.ac.jp/sw2006/

ロボットと遊ぼう
○ 2006 年 11 月 5 日
○大分大学／機械工学教室
○企画実施に参加した学生名：楳園良平，小
野修一郎，東　昌宏，平瀬貴之，鵜瀬哲朗，
清水俊秀，村元秀次，包　彩花
○来場者総数：396 人
　例年通り，大分大学開放イベントの一環と
して実施した．昨年は近隣の小学校のイベン
トと日程が重なったために来場者が 171 人と
非常に少なかったが，今年は天候が良かった
ことも手伝い，396 人もの方に来場していた
だいたおかげでとても賑わった．来場者の多
くは小学生くらいの子供であったが，理系離
れが進む中，「メカライフの世界」展を通じ
て少しでも機械工学に興味を持っていただけ
たなら幸いである．

メカエレ展
○ 2006 年 11 月 3 日〜5 日
○九州共立大学／メカエレクトロニクス工学
科
○来場者総数：150 名
　学園祭開催期間を利用し，メカエレクトロ
ニクス学科の研究内容を紹介しました．エコ
エネルギー分野から「電気自動車」，「燃料電
池車」，ロボット分野では，「ROBO-ONE」
で BEST16 になった 2 足歩行ロボットの操
作体験や，人間の問い掛けに反応を返すコ
ミュニケーションロボットが人気を集めまし
た．
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